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１．はじめに

　近年，政治，経済において女性の意志決定

者を積極的に登用しようとする動きが見られ

るようになった．例えば，政界では首相が閣

僚ポストに女性を積極的に配置し，また「す

べての女性が輝く社会づくり推進室」を設置

するなど，女性の活躍を後押しする施策を精

力的に提案している．また経済界では，日本

を代表する企業が2020年までに女性の管理職

を現行の３倍に増員する方針を打出すなど，

政財界一体で女性の意志決定者を登用するム

ードが高まりを見せている．

　一方，女性の意志決定者を世界との比較で

見ると，企業における女性取締役比率は僅か

1.4％で42カ国中38位といまだ低率から脱せ

ず，企業における女性の意志決定者の登用率

は諸外国と比べて極めて少ない．こうした傾

向はスポーツ界においても同様で，競技団体

を率いる理事や選手を育成する指導者は，男

性が圧倒的割合を占めているのが現状である

（JOC,2004）．

　そこで本研究は，競技団体，すなわちスポー

ツ組織における女性の意志決定者登用の実情

とそれに対する考え方を調査し，そこに内包

される課題を明らかにすることを目的とした．
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２．研究方法

①調査方法：JOCを介して各スポーツ団体・

協会に調査協力を依頼し，郵送法によるアン

ケート用紙の配付および回収を行なった．

②調査時期：平成24年３月７日～４月９日

③回収率：52競技団体中50競技団体から回収

（回収率96％）

３．調査結果および考察

①スポーツ組織における役員の男女比

　各競技団体（以下，スポーツ組織）におけ

る役員の男女比は，圧倒的に男性が多く全体

の９割を占めた．さらに役職別の男女比でも

男性が90％以上であった（図１,２）．

②スポーツ組織の女性役員に対する考え方

　スポーツ組織に役員を選出する際，何を重

図1．�スポーツ組織における団体役員の男女比�
（n=980）（順天堂大学,2012）
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視するのか聞いたところ，「実績」「連盟・協

会の推薦」「人柄」と回答する組織が多く見ら

れた．ここで注目すべきは，役員選出に際し

て重要な要素が「実績」であったことであろ

う．というのもスポーツ組織の女性役員が極

めて少ないことからすれば，実績を積むのは

不可能に近い．また同様に連盟・協会の推薦

についても女性がそれを獲得するのは困難と

言える（図３,４）．

③スポーツ組織の女性の地位向上に対する考

え方

　スポーツ組織に女性の地位向上が重視され

ているか聞いたところ，約６割が重視してい

ると回答した．また，女性の地位向上の課題

として，旧態依然の価値観を変えることをあ

げる組織が約30％見られた（図５,６）．すな

わち現行のスポーツ組織は，女性の地位向上

について課題を感じているものの，実際にそ

れを解決するには至っていない様子が伺えた．

はい

いいえ

図5．�連盟・協会において女性の地位向上が重視さ
れているか（n=45）（順天堂大学,2012）

行動計画を作り、実行すること
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女性リーダー比率を設定し遵守する
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自分たちのために何かすべき

その他

図6．�連盟・協会における女性の地位向上の課題
（n=44）（順天堂大学,2012）

④スポーツ組織において女性の地位や登用率

が改善されない理由

　スポーツ組織に女性の地位や登用率が改善

されない理由を聞いたところ，「女性に経験

がない」「女性がリーダーになりたがらない」

「女性リーダーの伝統がない」をあげる組織

が多く見られた（図７）．

　このことは，前述した女性の役員が少ない

現状で，彼女らに経験を課すことは矛盾でし

かない．また女性がリーダーになりたがらな

い，あるいは女性リーダーの伝統がないと言

って，それらを理由にスポーツ組織が女性を

登用しないことにも矛盾を感じざる得ない．

なぜならばスポーツ組織が女性登用の課題が

旧態依然の価値観の変革をあげているにも関
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図2．�スポーツ組織における各種役員の男女比
（順天堂大学,2012）
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④現役選手時代の競技実績（n=39）

⑤各組織・委員会等での活躍・実績...

⑥指導者としての実績（n=39）
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⑨その他（n=39）
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図3．�役員選出の際に重視すること（複数回答）�
（順天堂大学,2012）

そのままでいいと思う

わからない

変更すべきで女性をもっと
増やすべき

図4．�理事会などの役員の男女比に対する考え方
（n=38）（順天堂大学,2012）
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わらず，課題解決に向けて行動する様子さえ

伺えないからである．

４．�スポーツ組織における女性登用の
現状

　スポーツ組織における女性の意志決定者登

用に関する考え方は，以下の通りであった．

①スポーツ組織において意志決定者の選定条

件に「実績」があるが，女性の多くはそれを

持たない．

②多くのスポーツ組織が女性登用に関する意

識変革を実感しているが実行に至らない．

③意志決定者の場にほとんど登用されない女

性が，「人脈」や「経験」をもつことは不可

能．

④女性の意志決定者が少ない理由をスポーツ

組織は，「なりたがらない」と考えている．

　以上のことから，スポーツ組織が女性登用

を必要としながらも，登用条件に「実績」や

「登用に消極的」等を列挙していることから，

事実上それを実現する意志や意欲は低いと判

断せざる得ない．

５．�スポーツ組織において女性は登用
に消極的なのか

　JOC女性部会がロンドンオリンピック出場

の女子選手に実施した調査（2012）では，引

退後のスポーツへの関わり方について尋ねて

いる．結果として「引退後もスポーツに関わ

りたい」と答えた選手は，約８割を占めた

（図８）．さらに引退後，どのようにスポーツ

関わり割りたいのか質問したところ，約４割

の選手が「指導者になりたい」と答えたこと

が分かっている（図９）．この結果から，女性

は決してスポーツ組織の意志決定者（指導者

も含む）になりたがらない訳ではないことが

①女性がリーダーになりたがらないこと（n=44）

②女性が家族を優先すること（n=44）

③女性リーダーとして経験が十分にないこと（n=44）

④女性にあまり自信がないこと（n=44）

⑤女性にはできないと思われていること（n=44）

⑥女性リーダーを持つという伝統がないこと（n=44）

⑦女性がリーダーとして教育を受けていないこと（n=37）

⑧女性がリーダーになるよう頼まれないこと（n=44）

⑨女性に適切な人脈がないこと（n=43）

⑩女性が組織から十分な支援を受けられないこと（n=43）

⑪男性との競争が過酷すぎること（n=37）

⑫男性が自分の地位を明け渡さないこと（n=44）

⑬多くの女性がクラブレベルの仕事に満足していること（n=44）

⑭理事会や委員会での働き方が時代遅れであること（n=44）

⑮女性は男性よりも優れたリーダーではないというステレオタイプが依然として存在すること（n=44）

⑯その他（n=44）
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図7．スポーツ組織において女性の地位やリーダーの比率が上がらない要因（複数回答）（順天堂大学,2012）
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図8．�引退後にもスポーツに関わっていきたいと
思うか（n=129）（JOC女性部会,2012）
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図9．�引退後にどのようにスポーツに関わりたいか
（自由記述，n=104）（JOC女性部会,2012）
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分かる．

６．�スポーツ組織における女性の登用
率の現状

　2004年のJOC調査によれば，JOC加盟団体

における指導者の男女比について見ると，男

性78.2％，女性21.8％であった（図10）．前述

の女子オリンピアンの引退後のスポーツへの

関わり方について見ると，40％が「指導者に

なりたい」と回答しており，このことから女

性の指導者における需要と供給のバランスが

全くとれていない現実が伺える．

　以上のことから，スポーツ組織における女

性の登用を促進するためには，まず組織がそ

れを具現化する意識変革が必要である．例え

ば，女性登用の際の条件に「経験や実績」を

求めるのではなく，能力と可能性を評価し，

実績不足であっても採用する大胆な対策が望

まれる．
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